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 阪神・淡路大震災以降，防災活動への GIS の応用が効果的であることが指摘

されており，その後の防災活動において様々な試みがなされている．この過程

で，GIS 利用に含められた事柄は情報処理システムへの期待へと膨らむものの，

防災 GIS の視点からの研究は，従来からの分析フェーズの域に留まるものが多

く，システムそのものが防災（災害対応も含む）活動そのものに影響をあたえ

る研究事例は少ない．本発表では，このような状況をさらに次の段階に進める

ために，防災活動に関わる GIS の役割について整理し，問題点を明らかにする

ことを目的とする． 
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